
決算はこの数字に注目� ……�5
14人が一般質問�……………�16～29
自転車購入で白熱議論� ……�29～30 新米の季節がやってきた

2021年10月28日発行
鳥取県大山町議会 https://www.daisen.jp/gikai/

９月定例議会の内容をわかりやすくお伝えします。
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9月
定例会 138億円 合 併後最大の決算額

　９月定例会を３日から22日までの20日間の会期で開き、９月６日には決算審査特別委員会を設置
し、令和２年度一般会計および各特別会計決算を分科会ごとに審査を行ないました。また令和３年度
補正予算や条例改正などを審議しました。
　その結果、令和２年度決算15議案を認定し、また条例改正３議案、条例の廃止１議案、財産の処
分１議案、令和３年度補正予算７議案を原案通り可決しました。
　令和２年度一般会計決算は、新型コロナウイルス感染症対策にかかわる事業実施の影響により、合
併後最大の決算額となりました。なかでも大きな事業としては、「ありがとう！大山みんなで応援
券」事業費の１億6456万円がありました。

事業継続支援交付金
町内に事業所を有する事業者か
住所を有する個人事業主が対象

3000万円 旧庄内小学校舎解体工事
解体工事とアスベストなど

調査を委託する
8646万円

定住促進住宅整備事業
子育て世帯や新婚世帯に向け賃貸住宅を

供給し人口減少対策をはかる
1666万円

小規模保育所建設事業
きめ細やかな保育を
提供するために新設
１億692万円

小中学校情報機器整備事業
1人1台のタブレット端末と学習ソフト

などの情報機器を整備した
6573万円

｢ありがとう!大山みんなで応援券｣発行事業
コロナ禍、町内の事業者を応援するため
全町民を対象に１人１万円分配布した

1億6456万円

中山清掃センター解体事業
平成23年より休止している

清掃センターの解体工事を行った
2億4607万円

令和２年度に
行われた主な事業

令和３年度に
追加する主な事業

見本

見本
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令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
費
用
に
よ

り
合
併
後
最
大
の
決
算
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
総
額
は
１
３
８
億
８
０
３
３
万
円

（
前
年
度
比
21
億
９
８
１
１
万
円
の
増
）、
歳

出
総
額
１
３
３
億
８
０
８
２
万
円
（
前
年

度
比
21
億
１
５
４
３
万
円
の
増
）
で
す
。

　

基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、
一
般
会
計

が
58
億
９
１
４
３
万
円
、
特
別
会
計
が

11
億
８
７
２
９
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
両

会
計
を
合
わ
せ
て
６
２
０
０
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　
町
債
（
借
金
）
残
高
は
、
一
般
会
計
が

95
億
２
８
５
６
万
円
、
特
別
会
計
と
水
道

事
業
会
計
が
58
億
９
４
０
万
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
合
わ
せ
て
９
億
４
２
３
５
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
人
件
費
が
21
億 

８
２
６
８
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ

５
億
６
４
０
９
万
円
増
え
て
い
ま
す
。
前
年

度
ま
で
物
件
費
に
含
ま
れ
て
い
た
嘱
託
・
臨

時
職
員
賃
金
（
前
年
度
は
４
億
２
３
５
万

円
）
が
、
法
改
正
に
よ
り 

※
会
計
年
度

任
用
職
員
賃
金
と
し
て
人
件
費
に
含
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の 

で
す
。 令

和
２
年
度　

決
算
の
概
要

※　会計年度任用職員とは
　地方公務員法の改正により、従来の臨時
的職員などは会計年度任用職員としての任
用になりました。休暇、手当などが拡充さ
れています。

会　計　名 基　金（貯金） 町　債（借金）
一般会計 58億9143万円 95億2856万円
特別会計 12億4092万円 50億1863万円

企業会計（水道事業） ― 7億9077万円

〇基金（貯金）と町債（借金）の状況

地方交付税
50億725万円
（36.1％）

町債
8億8860万円
（6.5％）

県支出金
12億8000万円
（9.2％）

国庫支出金
29億325万円
（20.9％）

各種譲与税
及び交付金
4億8004万円
（3.5％）

町税
15億8804万円
（11.4％）

繰越金
4億1683万円
（3.0％）

寄附金
4億1852万円
（3.0％）

その他
8億9780万円
（6.4％）

自主財源
23.8％

依存財源
76.2％

歳入総額
138億
8033万円

歳出総額
133億
8082万円

総務費
20億1181万円
（15.0％）

民生費
44億9132万円
（33.6％）

衛生費
9億7833万円
（7.3％）

農林水産業費
17億4550万円
（13.0％）

商工費
4億6389万円
（3.5％）

土木費
6億8264万円
（5.1％）

消防費
2億9358万円
（2.2％）

教育費
11億8224万円
（8.8％）

災害復旧費
2689万円（0.2％） 公債費

14億229万円
（10.5％）

議会費
1億233万円
（0.8％）

〇一般会計歳入・歳出の状況

2021年10月　議会だよりだいせん66号 4

定
　
例
　
会

決
　
　
　
算

質
疑
・
討
論

決
算
審
査

委
員
会
報
告

陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

臨
　
時
　
会

お
知
ら
せ



令和2年度決算 この数字に注目
16億630万円

特別定額給付金
（１人10万円）の総額

　新型コロナウイルス感染症の緊急経済対
策である特別定額給付金は、市町村を通じ
て支給されました。
　大山町では、5,762世帯、16,063人（対
象者は5,777世帯、16,093人）に支給さ
れています。

（支給されなかった世帯の理由：辞退６世
帯、死亡６世帯、連絡が取れない３世帯）
　このほか、国から新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金４億７千万円
を受け、ありがとう！大山みんなで応援券
事業、小規模農家農作業省力化支援補助金

（草刈機購入補助金）などの事業が実施さ
れました。

58％
保育園０歳児の入所者割合

　町内の保育所に入所した０歳児は49人
（令和２年４月１日現在）。
　０歳から入所する児童は年々増える傾向
にあり、１歳児は68人（78％）、２歳児は
91人（83％）が入所しています。
　保育所での幼児教育の充実や、保護者の
しっかりした連携が欠かせなくなってきて
います。

健やかな子どもの成長を地域で支える

16人
看取り件数（大山診療所）

　令和元年度から鳥取大学医学部と連携
し、大山診療所内に鳥取大学家庭医療教育
センターを設置し、家庭医療の教育と実践
が行われています。
　懸案であった固定医の確保により、訪問
診療はじめ外来件数が増えてきています。
　人生の最晩年を住み慣れた自宅で迎えら
れる看取りの件数は、平成27年度は２件で
したが、令和元年度８件、令和２年度16件
に増え、人生100年時代に欠かせない地域
医療拠点となっています。

33％
大山寺の宿泊客・前年比

　令和２年中、大山旅館組合加盟施設の宿
泊者は18,161人。年初は雪不足によるス
キー客減、３月以降はコロナウイルスの影
響で、大きく数字が落ち込みました。
　町は、宿泊事業継続支援交付金や、町民
限定のモニターツアー、町内に泊まろう！
宿泊応援事業など約９千万円の新型コロナ
ウイルス感染拡大対策事業（観光関係分）
を行い、事業継続の下支えをしています。
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討質
論疑

議
案
の

９月定例会

チェックチェックしますします

【
門
脇
議
員
】
山
香
荘
の

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
促
進

の
状
況
は
。

【
観
光
課
長
】
コ
ロ
ナ
禍

で
ア
ウ
ト
ド
ア
が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
山
香
荘
の

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
数

も
、
微
増
で
は
あ
る
が
増

え
て
い
る
（
平
成
30
年
度

が
２
１
４
人
、
令
和
元
年

度
が
３
５
４
人
、
令
和
２

年
度
が
３
６
６
人
）。
今

後
、
町
が
取
り
組
む
サ
イ

ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
連
携

し
て
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用

促
進
を
し
て
い
く
。

【
吉
原
議
員
】
コ
ロ
ナ
禍

で
実
施
で
き
る
事
業
が

減
っ
て
い
る
が
、
大
山
観

光
局
に
運
営
委
託
し
て
い

る
観
光
案
内
所
の
予
算
は

減
っ
て
い
な
い
。
予
算
は

有
効
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
。

【
観
光
課
長
】
予
算
の

95
％
が
人
件
費
で
あ
る
。

観
光
案
内
所
の
業
務
と
し

て
は
、
電
話
対
応
含
め
た

観
光
案
内
、
旅
行
商
品
の

予
約
、
レ
ン
タ
ル
業
務
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
、

体
温
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
衛

生
管
理
な
ど
で
あ
る
。

山
香
荘
キ
ャ
ン
プ
場

観
光
案
内
所

コロナ禍でキャンプ場が人気コロナ禍でキャンプ場が人気

多種多様の窓口業務多種多様の窓口業務

【
西
本
議
員
】
令
和
４
年

４
月
か
ら
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ウ
ォ
ー
ル
が
町
営
に
な
る

に
と
も
な
い
、
利
用
料
金

が
変
わ
る
理
由
は
。

【
社
会
教
育
課
長
】
西
部

地
区
内
の
民
間
営
利
施
設

の
営
業
を
圧
迫
し
な
い
よ

う
に
配
慮
し
て
値
段
の
設

定
を
し
た
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル

大
山
町
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・
多
目
的
運
動
広
場
及
び
農
村

運
動
広
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例 条

例
改
正
　
質 

疑

一
般
会
計
決
算
　
質 

疑
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【
吉
原
議
員
】
財
政
状
況

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

か
。

【
財
務
課
長
】
基
金
は
増

え
て
い
る
。
今
後
も
交
付

税
が
今
の
水
準
で
維
持
さ

れ
れ
ば
、
健
全
な
財
政
運

営
は
で
き
る
。

【
池
田
議
員
】
下
市
駅
前

の
雨
水
排
水
施
設
改
修
に

つ
い
て
設
計
業
務
を
委
託

し
て
い
る
が
、
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

【
総
務
課
長
】
昨
年
度
に

基
本
設
計
の
５
つ
の
案
を

作
成
し
、
こ
れ
か
ら
絞
り

込
む
。
今
年
度
は
、
地
権

者
に
も
話
を
し
た
上
で
、

詳
細
設
計
を
行
い
工
事
と

な
る
予
定
。

【
岡
田
議
員
】
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
輸
送
人
員
が
毎
年

度
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、

Ｐ
Ｒ
や
利
便
性
向
上
な
ど

が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
企
画
課
長
】
新
規
で
利

用
を
始
め
る
人
が
少
な
い

状
況
で
あ
る
。
制
度
の
Ｐ

Ｒ
不
足
は
課
題
だ
と
認
識

し
て
お
り
、
今
後
も
継
続

的
に
取
り
組
み
た
い
。
利

便
性
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
タ
ク
シ
ー
助
成
な
ど

他
の
制
度
も
含
め
て
総
括

的
に
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

【
池
田
議
員
】
地
域
お
こ

し
協
力
隊
受
入
れ
態
勢
構

築
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
託
料

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
か
。

【
企
画
課
長
】
専
門
家
に
、

現
在
活
動
中
の
協
力
隊

の
聞
き
取
り
調
査
を
委
託

し
、
今
後
の
活
動
や
新
た

に
募
集
す
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
関
す
る
助
言
を

受
け
た
。

【
近
藤
議
員
】
鳥
取
県
が

運
営
す
る
婚
活
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー「
え
ん
ト
リ
ー
」

の
大
山
町
民
の
会
員
が
、

令
和
２
年
度
末
の
時
点

で
、
男
性
が
15
人
、
女
性

が
１
人
で
あ
る
。
近
年
の

成
果
で
い
く
と
、
年
に
1

組
の
成
婚
が
あ
る
か
な
い

か
だ
。
も
っ
と
町
と
し
て

の
支
援
が
必
要
な
の
で
は

な
い
か
。

【
企
画
課
長
】え
ん
ト
リ
ー

へ
の
加
入
助
成
だ
け
で
は

な
く
、
本
町
と
し
て
そ
の

他
に
ど
の
よ
う
な
取
組
が

で
き
る
か
は
、
今
後
も
継

続
し
て
検
討
す
る
。

財
政
状
況

下
市
駅
前
雨
水
排
水

デ
マ
ン
ド
バ
ス

地
域
お
こ
し
協
力
隊

婚
活
支
援

浸水被害のある下市駅周辺浸水被害のある下市駅周辺

利便性の改善を求める声は多い利便性の改善を求める声は多い

鳥取県が運営する「えんトリー」鳥取県が運営する「えんトリー」
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【
近
藤
議
員
】
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
附
先
が
地
域
自

主
組
織
と
な
っ
て
い
る
も

の
に
つ
い
て
、
寄
附
額
の

格
差
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
。

【
企
画
課
長
】
７
０
０
万

円
程
度
の
差
が
あ
り
改
善

の
必
要
は
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
各
地
域
自
主
組
織

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
う

え
で
来
年
度
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
。

【
近
藤
議
員
】
予
算
に

対
し
て
実
績
が
大
幅
に

少
な
か
っ
た
。
目
的
が 

ス
キ
ー
場
支
援
だ
っ
た
の

だ
か
ら
、
対
象
者
を
県
西

部
な
ど
に
広
げ
て
利
用
者

を
増
や
す
べ
き
だ
っ
た
の

で
は
。

【
観
光
課
長
】
国
か
ら
本

町
へ
配
分
さ
れ
た
交
付
金

を
活
用
し
た
た
め
、
町
民

を
優
先
し
た
か
っ
た
。
ス

キ
ー
ス
ク
ー
ル
の
利
用
は

好
評
で
あ
っ
た
。

【
反
対
…
大
森
議
員
】
同
和
対
策
関
連
事
業
が
今
も
必
要

か
疑
問
だ
。

　
結
婚
差
別
、
就
職
差
別
、
地
区
内
外
と
の
経
済
格
差
な

ど
、
す
で
に
社
会
問
題
と
し
て
解
消
し
て
い
る
。

【
賛
成
…
吉
原
議
員
】
ネ
ッ
ト
差
別
が
深
刻
だ
。
同
和
対

策
事
業
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
が
正
し
い
歴
史
や
人
権
問

題
を
学
習
し
て
い
る
。
今
後
も
必
要
だ
。

【
賛
成
…
岡
田
議
員
】
令
和
2
年
に
県
内
で
実
施
し
た
調

査
で
も
、
結
婚
な
ど
で
差
別
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
が

数
字
と
し
て
で
て
い
る
。
同
和
対
策
事
業
は
ま
だ
続
け
て

い
く
べ
き
。

ふ
る
さ
と
応
援
基
金

町
民
ス
キ
ー
誘
客

討
　　論

【
岡
田
議
員
】
大
山
町
内

に
泊
ま
ろ
う
宿
泊
応
援
事

業
に
つ
い
て
、
効
果
を
検

証
し
た
か
。

【
観
光
課
長
】
は
じ
め
て

大
山
に
泊
ま
っ
た
と
い
う

町
民
が
約
７
割
だ
っ
た
。

町
内
の
魅
力
を
知
る
良
い

機
会
と
な
っ
た
と
い
う
声

が
多
く
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー

の
掘
り
起
こ
し
に
も
つ
な

が
っ
た
。
今
後
の
ツ
ア
ー

造
成
に
生
か
し
て
い
く
。

大
山
町
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

応援基金が共助交通の活動資金応援基金が共助交通の活動資金

【
大
杖
議
員
】
35
人
学
級

へ
の
協
力
金
の
内
容
と
成

果
は
。

【
幼
児
・
学
校
教
育
課
長
】

名
和
小
で
１
学
年
、
大
山

西
小
で
２
学
年
、
35
人
学

級
に
し
て
い
る
。
協
力
金

を
県
に
支
払
う
こ
と
で
教

職
員
を
派
遣
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
少
人
数
学
級
を

行
う
こ
と
で
、
き
め
細
か

い
指
導
が
で
き
て
い
る
。

少
人
数
学
級

好評だったモニターツアー好評だったモニターツアー

2021年10月　議会だよりだいせん66号 8

定
　
例
　
会

決
　
　
　
算

質
疑
・
討
論

決
算
審
査

委
員
会
報
告

陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

臨
　
時
　
会

お
知
ら
せ



【
門
脇
議
員
】
コ
ロ
ナ
禍

で
長
期
間
休
校
な
ど
の

ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

家
庭
へ
の
持
ち
帰
り
が
で

き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
教
育
次
長
】
家
庭
へ
の

持
ち
帰
り
に
つ
い
て
は
、

各
家
庭
の
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
を
考
え
る
と
現
状
は
難

し
い
が
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

【
小
谷
議
員
】
大
山
口
エ

リ
ア
に
官
民
連
携
で
住
宅

を
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
エ
リ
ア
選
定
な
ど
で

民
間
事
業
者
の
意
向
を
優

先
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、

事
業
の
リ
ス
ク
（
空
室
リ

ス
ク
）
も
事
業
者
が
負
う

と
い
う
認
識
で
良
い
か
。

【
企
画
課
長
】
事
業
者
に

リ
ス
ク
、
責
任
を
大
き
く

負
っ
て
も
ら
う
想
定
だ
。

【
岡
田
議
員
】
ス
マ
ー
ト

農
業
社
会
実
装
促
進
事
業

補
助
金
に
つ
い
て
、
今
後

の
見
通
し
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】
水
田

の
自
動
水
管
理
や
、
ド

ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
防
除

な
ど
が
取
り
組
ま
れ
て
お

り
、
今
後
も
積
極
的
に
支

援
し
て
い
き
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
持
ち
帰
り

定
住
促
進
住
宅
整
備

ス
マ
ー
ト
農
業

開発の進む大山口エリア開発の進む大山口エリア

【
大
森
議
員
】
町
道
中
山

イ
ン
タ
ー
線
改
良
工
事
で

発
見
さ
れ
た
赤
坂
向
山
遺

跡
を
ど
う
評
価
し
て
い
る

か
。
重
要
度
に
よ
っ
て
は

保
存
の
方
法
も
検
討
す
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

【
観
光
課
長
】
本
調
査
を

し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。
そ
の
結
果
、
ま
た
協

議
を
し
た
い
。

遺
跡
発
掘
調
査

【
野
口
議
員
】
備
蓄
置
き

場
の
食
料
を
入
れ
る
段

ボ
ー
ル
に
カ
ビ
が
生
え
な

い
よ
う
に
、
木
製
す
の
こ

を
購
入
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
木
製
す
の
こ
に
も
カ

ビ
が
生
え
る
の
で
は
な
い

か
。
材
質
を
検
討
し
た
ほ

う
が
よ
い
。

【
総
務
課
長
】
再
度
、
ど

う
い
っ
た
も
の
に
す
る
か

検
討
す
る
。

【
西
本
議
員
】
水
産
物
の

出
荷
運
賃
の
補
助
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
支
援
の
対

象
者
は
。
例
え
ば
、
町
内

在
住
者
で
淀
江
な
ど
で
出

荷
し
て
い
る
町
民
は
支
援

の
対
象
か
ら
漏
れ
て
し
ま

う
の
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】
町
内

の
組
合
で
出
荷
し
て
い
る
こ

と
が
条
件
だ
。
正
組
合
員

だ
け
で
な
く
、
準
組
合
員

も
対
象
と
し
て
い
る
。
町
民

が
、
町
外
で
出
荷
し
て
い
る

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
現
状

は
支
援
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響

を
う
け
る
町
民
を
支
援
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
該
当

者
が
い
る
場
合
は
、
再
度

協
議
の
上
、
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。

災
害
対
策

水
産
物
出
荷
運
賃
支
援

床に置かれた備蓄品床に置かれた備蓄品

補
正
予
算
　
質 

疑
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町
長
に
機
構
改
革
を
求
め
る

町
長
に
機
構
改
革
を
求
め
る

昨
年
度
に
続
き
決
議
案
を
提
出

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
は
認
定

　

付
託
を
受
け
た
15
議
案
は
、
分
科
会
方

式
に
よ
り
９
月
７
、 

８
、 

９
、
10
、
13
日
の

５
日
間
審
査
し
、
さ
ら
に
17
日
に
は
委
員
全

員
で
審
査
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
付
帯
意
見
を
付
け
全
議

案
を
認
定
し
た
。

　
一
方
で
、
昨
年
度
、
全
会
一
致
で
議
決
し

た
観
光
・
商
工
業
務
の
統
一
を
求
め
る
決
議

に
対
し
、
組
織
機
構
の
見
直
し
が
不
十
分
で

あ
り
、
再
度
、
決
議
案
を
提
出
し
た
。

付
帯
意
見

　

令
和
２
年
度
末
の
未
収
金
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
町
税
な
ど
で
約

２
億
円
、
各
種
使
用
料
な
ど
で
約
３
億
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
自
主
財
源
年
額
の
お
よ
そ
２
割
近

く
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
。

　

時
効
を
迎
え
る
も
の
も
あ
り
、
関
係
各

課
が
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
回
収
が
よ

り
進
ち
ょ
く
す
る
よ
う
尽
力
さ
れ
た
い
。

観
光
・
商
工
業
務
に
係
る
機
構

改
革
を
求
め
る
決
議
（
抜
粋
）

　

令
和
元
年
度
決
算
審
査
に
お
い
て
、「
観

光
・
商
工
業
務
の
統
一
を
求
め
る
決
議
」
を

提
出
し
、
可
決
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
決
議
に
対
応
し
た
組
織

機
構
の
見
直
し
は
そ
の
後
も
行
わ
れ
て
い
な

い
。

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
と
商
工

は
密
接
に
結
び
つ
く
必
要
が
あ
り
、
現
状
の

ま
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
を
阻
害
す
る

こ
と
も
危
惧
さ
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
議
会
は
次
の
と
お
り
町

長
に
求
め
る
。

　
『
検
討
さ
れ
て
い
る
大
山
観
光
局
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
化
は
、
今
後
の
観
光
・
商
工
政
策
の
中
心

的
な
取
り
組
み
に
な
り
う
る
。
こ
れ
を
効
果

的
、
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
に
は
観
光
と

商
工
に
関
す
る
業
務
を
同
一
課
で
所
管
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
な
る
観
光
商
工
業
の
振
興
の
た
め
、

直
ち
に
機
構
改
革
に
着
手
さ
れ
た
い
。』

【
指
摘
事
項
】

　

な
し

【
監
査
意
見
】

工
事
・
業
務
の
完
成
検
査

　

工
事
・
業
務
等
の
履
行
期
間
の
設

定
は
、
安
易
に
年
度
末
日
に
設
定
せ

ず
、
完
成
し
た
も
の
か
ら
早
め
に
検

査
を
行
い
、
事
業
完
了
さ
せ
る
こ
と

に
努
め
ら
れ
た
い
。

観
光
協
会

　

大
山
町
観
光
協
会
の
下
に
３
支
部

（
大
山
・
名
和
・
中
山
）
お
よ
び
大
山

町
観
光
協
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
が
、

実
態
と
し
て
は
各
組
織
が
単
独
で
事

業
を
推
進
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。

　

町
全
体
に
目
を
向
け
た
、
よ
り
効

果
的
な
観
光
事
業
を
推
進
す
る
組
織

へ
の
一
本
化
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

事
務
事
業
評
価

　

事
務
事
業
評
価
の
取
り
組
み
が
、

事
業
の
存
廃
、
あ
る
い
は
機
構
改
革

の
見
直
し
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ

う
留
意
さ
れ
た
い
。

過
年
度
未
収
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に

よ
る
経
済
活
動
の
停
滞
に
よ
り
、
現

年
度
分
の
徴
収
率
が
下
が
っ
て
い
る
。

今
後
、
取
り
巻
く
環
境
が
改
善
さ
れ

た
後
を
見
据
え
た
滞
納
整
理
を
進
め

ら
れ
た
い
。

町長に意見を伝える監査委員

監
査
委
員
の
指
摘
と
意
見

監
査
委
員
の
指
摘
と
意
見

代
表
監
査
委
員
　
石
黒 

澄
男

議
会
選
出
監
査
委
員
　
野
口 

俊
明
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9月定例会

常任委員会の活動
総務 常任委員会

地方交付税 ありがとう�大山応援券

財務課 企画課

🆀�近年の地方交付税の状況は。
🅰�令和元年44億、令和2年46

億と国の体制が変わらなけ
れば増える。

🆀�落ち込んだ町内消費への成
果は。
🅰 コロナウイルスの感染症拡

大により町内消費を図るた
めに行い、換金額１億5579
万円、換金率94.95％とな 
った。

公園管理

財務課

🆀�御来屋３区公園管理の民間
委託は今後も続くのか。
🅰 町で管理すれば費用がもっ

と高くなり、公園の管理が
出来なくなるので、続けて
委託する。

増水しやすい水路を視察

下市駅付近の排水路

　９月 7 日から 10 日
の４日間、所管する各
課から令和２年度決算
ほか事業の説明を受け
審査した。
　９月９日には防災対
策事業の排水路や水防
倉庫の現地視察を行い、
排水路増水カ所の現況
を確認をした。

公金取扱手数料 徴収率

会計課 税務課

🆀�公金取扱手数料とは。
🅰��各金融機関で公共の取り扱

い1件につき10円を支払って
いる。大口はJA西部、合銀、
鳥銀で総額243万円である。

🆀�徴収率が向上している要因
は。
🅰�新型コロナ徴収猶予による

ものもある。今後も滞納整
理など自主財源の確保に努
める。

大山町ホームページ

総務課

🆀�リニューアル後のホームペー
ジ閲覧者数への効果は。
🅰�閲覧者数が2000人を超え

た日は令和２年度は１日だ
けで、令和３年度は現在ま
でで２日である。

大山町議会では、常任委員会で議案や事務・事業などを
分担し、より詳細な審査を行っています。
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教育民生 常任委員会

成人式

不法投棄監視員

コロナワクチン

シルバー交付金 スクールソーシャルワーカー

ファミリーサポート

社会教育課

住民課

健康対策課

福祉介護課 幼児・学校教育課

こども課

🆀�どのような成人式が望まし
いか。新成人に向けた講演
などもあってもよいのでは。
🅰�社会人教育ということもあ

るので、今後検討していく。

🆀�不法投棄監視員の役割は。
🅰�月２回、巡回してもらい不

法投棄の状況を報告しても
らっている。報告をもとに、
原因者がわからない廃棄物
は、町で処分している。

🆀�集団接種の状況は。
🅰�対象者（12歳以上）のうち、

９月１日現在で、２回目が終
わった人は64.4％。10月上
旬までに集団接種（職域など
での接種を除く）で、79.4％
が接種する予定である。

🆀�令和２年度の取り組み状況
は。
🅰�コロナ禍の影響があったが、

143集落で敬老事業や支え
愛事業の取り組みがあった。
高齢者の見守り、ごみ出し支
援の取り組みも増えている。

🆀�現在の配置状況と、今後、
増員する考えは。
🅰�現在は１人（週20時間勤

務）のみの配置である。適
任者があれば配置を増やし
たい。

🆀�令和２年度の利用実績は。
🅰�おねがい会員（子育ての手

助けをしてほしい人）168
人、ひきうけ会員80人、両
方会員38人、計286人の登
録があり、利用件数は209
件だった。

老朽化した下田中児童館を視察

下田中児童館

　９月７日から 10 日、
13 日の５日間、所管
する各課から令和２年
度決算ほか事業の説明
を受け審査した。
　15 日は、大規模改
修が行われた中山中学
校や、新築移転が計画
されている下田中児童
館などの視察を行っ
た。
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経済建設 常任委員会

コンテナを活用し低コストで設置予定

名和浄化センター内の車庫建設予定地

　９月６日から９日の４
日間、所管する各課から
令和２年度決算ほか議
案の説明を受け審査を
した。
　９日には、畜産クラ
スター事業（萩原地区）
の人工湿地ろ過システ
ムの現状や、水道課が
所有する非常用発電機
格納庫や車庫建設予定
地を視察した。

地籍調査事業

ナスパルタウン

果樹緊急支援

町民スキー誘客事業 文化財の教材活用

新規農業経営

地籍調査課

建設課

農林水産課

観光課 観光課（文化財室）

農業委員会

🆀�調査の進ちょく状況は。
🅰�調査完了まで35年程度かか

る見込みである。今後は調
査が山林部となるため、高
速レーダーを活用している
自治体の事例を参考にして
いきたい。

🆀�分譲区画の状況は。また土
地購入後も住宅未建設の区
画数は。
🅰�令和２年度末で残り区画は

４区画である。住宅未建設
区画が12区画あり、今後は
購入者に意向調査を行う予
定である。

🆀�果樹栽培農家への緊急支援
の内容は。
🅰�４月の霜･あられにより、３

割以上の収入減が見込まれ
る町内全ての柿･梨の栽培農
家に対し、緊急防除に係る
費用を支援する。

🆀�令和２年度に実施したが本
事業の利用者は少なかっ
た。令和３年度も実施予定
だが、利用者を増やす取り
組みは。
🅰�昨年と事業内容は変えてい

ない。PRをしっかりしていく。

🆀�機構改革後も改革前のよう
に文化財を学習教材として
活用できているか。
🅰�以前のようには活用できて

いない。教育委員会とも協
力し、活用していきたい。

🆀�令和２年度の新規農業経営
参入の状況は。
🅰�ブロッコリー２人、ネギ１人、

梨１人の新規参入者があっ
た。
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みなさんからのみなさんからの請願・陳情請願・陳情はこうなりましたはこうなりました
９月定例会で審査した請願・陳情の結果を報告します。

題　　　名 提　出　者 付託した委員会の意見・結果 本会議
採決結果

新型コロナ禍による米危
機の改善を求める請願書

鳥取県農民運動連合会
代表者　今本　潔

コロナ禍の影響で米価格下落による
農家収入の減少は、収入保険やナラ
シ対策などの制度が適用できる。
政府の備蓄米買取は賛同できるが、
市場に戻すとさらなる米価格下落を
招く恐れもある。　
総合的に判断をし、採決の結果、全
会一致で不採択すべきものと決し
た。

不採択

新型コロナウイルス感染
拡大に対する緊急支援の
要望

大山町商工会
会長　山根　均

大山観光局
会長　足立　敏雄

コロナ感染第5波の影響が想像以上
に長くなっており、町内の事業継続
の難しさが鑑みられる。
アフターコロナの事業に大山町産の
食材を活用するなど、他産業と連携
をとり、大山町の良さをアピールす
る体制づくりを期待するものである。
採決の結果、全会一致で採択すべき
ものと決した。

採択

【
大
森
議
員
】
※
農
業
収
入
保
険
や
ナ
ラ

シ
対
策
だ
け
で
は
、
小
規
模
農
家
の
救

済
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
政
府
が
余
剰
米
を
買
い
取
る
べ
き
だ

と
思
う
が
。

【
大
杖
経
済
建
設
委
員
長
】
米
価
は
、

基
本
的
に
市
場
原
理
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
安
易
に
介
入
す
べ
き
で
な
い
が
、
海

外
支
援
米
と
し
て
余
剰
米
を
利
用
し
て

は
と
い
う
意
見
も
出
た
。

　
人
口
減
や
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
減
が
加

速
し
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の
介
入
も

必
要
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

【
大
原
議
員
】
委
員
長
報
告
に
補
足
す

る
が
、
確
か
に
農
業
収
入
保
険
は
青
色

申
告
が
条
件
と
な
っ
て
お
り
加
入
の

ハ
ー
ド
ル
は
高
い
が
、
本
町
も
掛
金
の

一
部
を
補
助
し
て
い
る
の
で
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

　
政
府
の
在
庫
米
は
、
天
災
な
ど
の
収

量
減
時
に
放
出
す
る
も
の
で
、
今
回
は

ど
う
な
の
か
。

　
近
年
の
需
要
減
に
対
し
政
府
は
、
輸

出
や
他
の
高
収
益
作
物
へ
の
転
換
に
補

助
を
し
て
い
る
。

　
東
日
本
の
主
産
地
で
は
、
さ
ら
な
る

飼
料
米
へ
の
転
換
が
推
進
さ
れ
る
見
込

み
で
あ
る
。

【
大
森
議
員
】
食
料
支
援
制
度
に
つ
い

て
は
。

【
大
杖
経
済
建
設
委
員
長
】
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
有
事
下
で
も
あ
り
、
法
的
整
備

を
急
ぐ
べ
き
で
、
委
員
会
で
の
反
対
意

見
は
な
か
っ
た
。

米
危
機
の
請
願
に
対
す
る
質
疑
討
論

○
請
願
内
容

１ 

．コ
ロ
ナ
禍
で
生
ま
れ
た
市
場
に
滞
留
す
る
在
庫
を
政
府
が
買
い
取
る
な
ど
し
て
市

場
か
ら
隔
離
し
、
需
給
環
境
を
改
善
す
る
と
と
も
に
米
価
下
落
に
歯
止
め
を
か
け

る
こ
と
。

２ 

．
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
に
よ
る
生
活
困
難
者・学
生
な
ど
へ
の
食
糧
支
援
制
度
を
欧
米
並

み
に
創
設
し
、
政
府
が
支
援
す
る
こ
と
。

３ 

．国
内
消
費
に
必
要
の
な
い
外
国
産
米（
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米　
現
在
77
万
ト
ン
）

つ
い
て
、国
産
米
の
需
給
状
況
に
応
じ
て
輸
入
数
量
抑
制
を
直
ち
に
実
行
す
る
こ
と
。

質　
　
疑
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▶▶▶�国へ提出する意見書�◀◀◀
意見書名 意見書の内容（要旨） 提出先

コロナ禍による厳しい財
政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書

１ 　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額について
は、「経済財政運営と改革の基本方針2021」におい
て、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう
実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高
齢化に伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏
まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされない
よう、十分な総額を確保すること。

２ 　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、
制度の根幹を揺るがす見直しは、断じて行わないこと。
また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症
緊急経済対策として講じられた固定資産税等に係る特
例措置は、本来国庫補助金等により対応すべきもので
あり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確
実に終了すること。

３ 　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固
定資産税の課税標準額を令和２年度と同額とする負担
調整措置については、令和３年度限りとすること。

４ 　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽
自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、
更なる延長は断じて行わないこと。

５ 　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一
部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分する
こと。

衆議院議長　　
参議院議長　　
内閣総理大臣　
財務大臣　　　
総務大臣　　　
経済産業大臣　
内閣官房長官　
経済再生担当大臣
　　　　　　　

【
大
森
議
員
】
外
国
産
米
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

【
大
原
議
員
】
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米

に
つ
い
て
は
、
多
国
間
協
議
の
中
で
、

米
の
自
由
化
の
代
償
と
な
る
も
の
で
、

国
内
の
需
給
が
緩
ん
で
し
ま
っ
た
か
ら

と
い
っ
て
、
日
本
が
急
に
数
量
を
変
え

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

【
賛
成
・
大
森
議
員
】
昨
年
に
続
き
、

今
年
の
生
産
者
米
価
が
暴
落
し
、
来
年

の
価
格
も
下
落
が
容
易
に
推
測
さ
れ
る

状
況
の
な
か
で
、
米
農
家
が
存
亡
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
大
暴
落
は
、全
国
的
な
も
の
で
、

鳥
取
県
内
で
も
同
様
な
状
況
で
あ
る
。

　

農
協
か
ら
の
仮
払
金
も
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
一
俵
当
り
、
前
年
度
比
で
２
，

８
０
０
円
の
減
で
、
１
万
６
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

　
鳥
取
県
で
の
米
の
生
産
費
の
平
均
は

２
万
３
６
８
９
円
で
あ
り
、
そ
の
半
分

に
も
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
大
規
模
農
家
ほ
ど
打
撃
が
大
き
く
て

小
規
模
農
家
も
含
め
て
、
営
農
の
危
機

に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
で
す
か
ら
、
全
国
知
事
会
で
も
、
来

年
度
の
予
算
要
望
の
な
か
で
、
備
蓄
米

の
買
い
入
れ
数
量
を
拡
充
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。

※

農
業
収
入
保
険
と
は

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
新
た
に
始
ま
っ
た
「
収
入
保

険
」
は
農
業
を
さ
れ
て
い
る
人
の
経
営
努
力
で
は
、

避
け
ら
れ
な
い
自
然
災
害
や
農
産
物
の
価
格
の
低
下

な
ど
で
、
売
上
が
減
少
し
た
場
合
に
そ
の
減
少
分
の

一
部
を
補
償
す
る
保
険
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
、農
産
物
な
ら
ど
の
よ
う
な
品
目
で
も
対
象
と
な
る
。

　
保
険
料
率
は
、
１
・
０
８
％
（
50
％
の
国
庫
補
助
後
）
で
、
収

入
保
険
に
加
入
し
て
い
れ
ば
農
家
ご
と
の
平
均
収
入
の
８
割
以
上

を
補
償
し
て
い
る
。

　
１
年
で
も
青
色
申
告
実
績
が
あ
れ
ば
、
加
入
可
能
で
あ
る
。

　
詳
し
く
は
地
元
の
農
業
共
済
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

討　
　
論
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ページ 質　　問　　事　　項 質問議員

17 １．本町の学校教育について
２．本町の防災対策について 杉谷　洋一

18 １．持続可能な財政運営と財政計画について
２．本町におけるスポーツ振興の可能性について 森本　貴之

19 １．新型コロナウイルス感染症対策について
２．ごみステーションについて 門脇　輝明

20 １．自主組織の今後の方向性は
２．地域おこし協力隊（研究員）の今後 西本　憲人

21 １．大山町の子ども教育は
２．大山町の観光戦略を問う 吉原　美智恵

22 １．定住促進住宅整備事業について
２．農地の担い手問題について 豊　哲也

23 １．「英語教育のまち大山町」構想の方向性と内容について
２．本町の習い事環境の充実施策について 小谷　英介

24 １．コロナ対策の強化を
２．西部広域ごみ処理「基本構想」による今後は 大森　正治

25
１．スポーツ少年団への活動支援について
２．アフターコロナの移住促進施策は
３．中山地区に、子育て世帯向けの賃貸住宅を

近藤　大介

26
１．ひきこもり対策について
２．農地保全対策について
３．防災対策について

大原　広巳

27 １．今後の財政運営の基本を問う
２．農業施策は 岡田　聰

28
１．誰もが住みやすい町へ 池田　幸恵

１．町民の健康をどう守る 野口　俊明

29 １．防災行政無線について 島田　一恵

議事録は、議会事務局議事録は、議会事務局
や議会ホームページでや議会ホームページで
閲覧できます。閲覧できます。

あなたの を町政町政に声声
14人が町長・教育長に
一般質問を行いました。

◆一般質問とは◆一般質問とは
　議員の日常活動と調査研究、住民の声や
自身の考え方をもとに、町長や教育長など
の方針を問うものです。

　議会だよりでは、スペースの都合上、質問
と答弁が要約してありますので、臨場感ある
本会議場での傍聴をお待ちしております。
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杉谷 洋一　議員杉谷 洋一　議員

【
杉
谷
】
本
町
の
素
晴
ら

し
い
自
然
環
境
を
生
か
し

な
が
ら
、
学
校
は
こ
れ
ま

で
の
画
一
的
な
授
業
で
は

な
く
、
新
し
い
社
会
を
力

強
く
生
き
て
い
く
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性

や
創
造
性
な
ど
を
伸
ば
す

教
育
が
大
切
と
考
え
る

が
。

【
教
育
長
】
町
独
自
の
小

中
連
携
に
よ
る
取
り
組
み

で
学
力
向
上
を
行
っ
て
い

る
。

【
杉
谷
】�

不
登
校
や
い
じ
め

の
対
応
は
、
学
校
の
責
任

だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
に

も
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

　
特
に
、
最
近
は
家
庭
で

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
の

安
全
を
守
る
に
は
学
校
と

家
庭
の
連
携
強
化
が
重
要

だ
と
考
え
る
が
。

【
教
育
長
】
学
校
か
ら
教

育
委
員
会
へ
の
報
告
に
よ

り
、
適
切
な
指
導
・
助
言

や
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

【
杉
谷
】
多
忙
な
教
員
の

仕
事
量
を
軽
減
さ
せ
個
々

の
児
童
生
徒
に
キ
メ
細
か

な
教
育
を
行
う
た
め
に
は
、

現
在
の
35
人
か
ら
30
人
の

少
人
数
学
級
に
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
。

【
教
育
長
】
今
後
、小
・
中

学
校
の
30
人
学
級
を
実
現

し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

【
杉
谷
】
想
定
外
の
災
害

が
各
地
で
発
生
し
甚
大
な

被
害
が
出
て
い
る
。
町
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
、

空
振
り
を
恐
れ
ず
に
危
険

と
判
断
し
た
と
き
は
避
難

指
示
を
発
令
し
て
は
。

　
ま
た
、
避
難
状
況
は
。

【
町
長
】
避
難
所
の
開
設

数
と
避
難
者
数
は
、
令
和

２
年
度
は
ゼ
ロ
。
令
和
３

年
度
は
８
月
ま
で
６
回

で
、
21
人
で
あ
っ
た
。
平

常
時
の
防
災
意
識
の
徹
底

に
主
眼
を
置
き
対
策
し
て

い
る
。

【
杉
谷
】
集
落
防
災
の
組

織
率
は
。

【
町
長
】
本
年
８
月
末
時

点
の
自
主
防
災
組
織
の
設

置
集
落
数
は
１
２
３
集

落
、
設
置
率
は
74
・
1
％

で
あ
る
。

【
杉
谷
】
備
蓄
品
の
使
用

状
況
は
。

【
町
長
】
主
な
使
用
物
品

は
毛
布
と
飲
料
水
で
あ

り
、
避
難
所
で
避
難
さ
れ

た
人
が
使
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
他
の
被
災
自
治
体

か
ら
の
物
資
要
請
に
は
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。

【
杉
谷
】
集
落
の
防
災
訓

練
お
よ
び
防
災
学
習
は
。

【
町
長
】
防
災
専
門
員
お

よ
び
消
防
団
に
訓
練
の
依

頼
な
ど
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
参
加
し
て
指
導
す
る
。

素晴らしい自然とのふれあい

汗入農免農道の災害現場

本町の学校教育は

教育長 町独自の小中連携に
　　　　　　取り組んでいる

本
町
の
防
災
対
策
は

町長

平
常
時
の
防
災
意
識
の

　
　
　
　
　
　
徹
底
に
主
眼
を
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森本 貴之　議員森本 貴之　議員

【
森
本
】
決
算
は
次
年
度

へ
向
け
た
大
切
な
ス
タ
ー

ト
で
あ
る
。

　
町
長
就
任
１
期
目
か
ら

令
和
２
年
度
決
算
ま
で
に

お
け
る
自
主
財
源
比
率
の

年
度
毎
の
推
移
は
。

【
町
長
】
平
成
29
年
度
、

25・
６
％
、
平
成
30
年
度
、

27・
８
％
、
令
和
元
年
度
、

29・
７
％
、
令
和
２
年
度
、

24・
０
％
と
な
っ
て
い
る
。

【
森
本
】
今
後
の
自
主
財

源
比
率
の
目
標
数
値
と
根

拠
は
。

【
町
長
】
目
標
数
値
は
定

め
て
い
な
い
。

【
森
本
】
一
般
会
計
で
管

理
し
て
い
る
基
金
の
運
用

に
お
い
て
の
課
題
は
。

【
町
長
】
現
段
階
で
は
な

い
。

【
森
本
】
第
５
次
大
山
町

行
財
政
改
革
大
綱
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
基
本
理
念

の
「
一
人
ひ
と
り
が
大
切

に
さ
れ
活
か
さ
れ
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
ど
の

よ
う
に
具
現
化
し
て
い
く

か
。

【
町
長
】
住
民
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
で
き
る
よ
う
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
改

革
を
進
め
る
。

【
森
本
】　
本
町
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
そ
の
可

能
性
に
つ
い
て
質
問
す

る
。

　
子
ど
も
の
体
力
向
上
に

お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
教
育

へ
の
取
り
組
み
の
現
状

は
。

【
教
育
長
】
学
校
に
お
い

て
は
、
基
礎
的
・
基
本
的

な
体
力
・
運
動
能
力
を
身

に
つ
け
な
が
ら
、
楽
し
さ

を
体
感
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
地
域
に
お
い
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
育
成
支

援
を
通
じ
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
親
し
む
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。

【
森
本
】
今
後
の
課
題
は
。

【
教
育
長
】
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
員
の
減
少
、
指
導
者

の
確
保
、
既
存
の
種
目
以

外
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

た
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
対

応
だ
。

【
森
本
】ロ
ー
ラ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
幅
広
く
楽
し
め
る
よ

う
、
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
の

整
備
を
検
討
し
な
い
か
。

【
教
育
長
】
土
地
の
確
保

や
建
設
費
用
、
維
持
管
理

も
考
慮
し
な
が
ら
、
検
討

し
た
い
。

持続可能な町財政のために

広がるスポーツの楽しさ

協働のまちづくりの具現化は

町長 行財政改革に取り組み
　　　　　　　改革を進める

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
整
備
を

　
　
　
　
　
　
検
討
し
な
い
か

教育長

検
討
し
た
い
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【
門
脇
】
学
校
や
保
育
所

で
感
染
者
が
発
生
し
た
場

合
、学
習
の
保
障
手
段
は
。

【
教
育
長
】
昨
年
臨
時
休

業
を
す
る
中
で
、
学
校
の

状
況
や
学
年
の
実
態
に
応

じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

が
工
夫
し
た
取
り
組
み
を

し
て
き
た
。

【
門
脇
】
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
し
た
学
習
保
障

は
。

【
教
育
長
】
設
置
し
て
あ

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
有
効
に

活
用
で
き
る
よ
う
、
課
題

な
ど
を
早
急
に
検
討
し
た

い
。

【
門
脇
】
自
宅
療
養
の
場

合
、
血
液
中
の
酸
素
濃
度

を
測
る
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
を
保
健
所
が
貸

し
出
す
と
報
道
さ
れ
て
い

る
が
、
不
足
し
た
場
合
、

町
民
へ
の
貸
出
が
可
能
な

町
営
診
療
所
な
ど
の
保
有

す
る
台
数
は
。

【
町
長
】
各
直
営
診
療
所

で
２
台
か
ら
５
台
保
有
し

て
い
る
が
、
貸
出
で
き
る

状
況
で
は
な
い
。

【
門
脇
】
高
い
も
の
で
も

数
万
円
だ
。
予
備
機
材
と

し
て
何
台
か
診
療
所
に
設

備
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
制
約
が
あ
る
と

思
う
の
で
、
町
で
持
つ
の

は
難
し
い
と
の
認
識
だ

が
、検
討
は
し
て
み
た
い
。

【
門
脇
】ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
基
準
は
。

【
町
長
】
一
定
の
条
件
の

下
、
各
集
落
が
希
望
し
た

場
所
に
設
置
し
て
い
る
。

【
門
脇
】
追
加
設
置
は
。

【
町
長
】
住
宅
と
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
位
置
や

年
齢
層
な
ど
を
勘
案
し
、

追
加
設
置
の
可
否
を
判
断

し
て
い
る
。

【
門
脇
】
デ
マ
ン
ド
バ
ス

の
停
留
所
の
よ
う
な
基
準

は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
は
反
映
さ
れ
な
い
か
。

【
町
長
】
一
定
の
基
準
で

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
設
置
当
時
の
旧

町
単
位
の
基
準
で
設
置
さ

れ
て
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

【
門
脇
】
旧
町
で
設
置
基

準
が
違
え
ば
町
民
に
差
が

つ
く
。

　
見
直
す
予
定
は
。

【
町
長
】
個
別
で
対
応
で

き
る
と
い
う
認
識
だ
。

【
門
脇
】
具
体
的
な
話
が

あ
れ
ば
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
か
。

【
町
長
】
相
談
に
は
担
当

課
が
対
応
し
て
い
る
。

　
設
置
当
時
の
時
代
背
景

と
現
状
は
違
っ
て
い
る
。

今
の
収
集
体
制
が
い
い
の

か
、
抜
本
的
に
考
え
な
け

れ
ば
と
い
う
課
題
感
は

持
っ
て
い
る
。

タブレットで在宅学習は

ごみ収集は基本的な住民サービス

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
追
加
設
置
は

町長

住
宅
の
位
置
や

　
　
年
齢
層
な
ど
で
判
断
す
る

タブレットでの
　　　　　学習保障は
教育長 有効活用に向け

　　　　　早急に検討したい門脇 輝明　議員門脇 輝明　議員
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西本 憲人　議員西本 憲人　議員

【
西
本
】
自
主
組
織
は
年
間

３
０
０
万
円
を
活
動
費
と

し
て
町
か
ら
の
補
助
が
あ

る
が
、
何
を
や
る
組
織
な

の
か
明
確
に
な
っ
て
お
ら

ず
、
そ
の
た
め
、
評
価
基

準
も
あ
い
ま
い
だ
が
。

【
町
長
】
目
的
は
従
来
ど
お

り
の
集
落
維
持
で
、
例
え

ば
共
助
交
通
・
敬
老
会
事

業
だ
。

　
今
後
は
道
路
管
理
・
森

林
管
理
・
空
き
家
の
掘
り

起
こ
し・移
住
定
住・防
災・

除
雪
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

【
西
本
】
当
初
３
年
間
の
み

活
動
費
３
０
０
万
円
の
話

宿泊事業を行う自主組織

が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現

場
で
は
説
明
を
受
け
た
こ

と
も
な
く
、
現
状
把
握
し

て
い
な
い
課
長
も
い
る
が
、

認
識
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
私
も
直
接
的
に
議

論
し
て
な
い
が
、
永
遠
に

出
し
続
け
る
性
質
の
も
の

で
は
な
い
よ
う
な
議
論
が

あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

【
西
本
】収
益
事
業
の
整
理・

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
法
律
の
範
囲
内

で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
が
、

活
動
費
と
収
益
的
な
事
業

を
分
け
て
考
え
た
ほ
う
が

す
っ
き
り
す
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

【
西
本
】
今
後
の
協
力
隊

の
募
集
予
定
は
。

【
町
長
】
企
業
・
地
域
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
観
光
・

農
業
・
水
産
の
５
部
門
で

募
集
予
定
で
あ
る
。

【
西
本
】
本
町
の
協
力
隊

の
定
住
率
は
11
人
中
８
人

で
72
・
７%

の
県
内
ト
ッ

プ
だ
。
全
国
的
に
も
高
い

数
字
だ
が
も
っ
と
積
極
的

に
募
集
し
な
い
か
。

【
町
長
】
移
住
定
住
の
面

で
も
結
び
つ
き
が
良
く
、

町
と
し
て
も
推
進
し
た

い
。

【
西
本
】
総
務
省
で
も
協

力
隊
の
募
集
予
算
を
増
や

し
て
力
を
入
れ
て
い
く
予

定
な
の
で
、
今
後
の
協
力

隊
の
提
案
を
８
つ
す
る
。

①
海
側
の
観
光
②
商
工
会

で
の
各
種
補
助
事
業
の
説

明
や
申
請
③
議
会
事
務
局

で
の
広
報
の
促
進
④
教
育

委
員
会
で
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
⑤
恵
み

の
里
で
Ｐ
Ｒ
や
商
品
開
発

⑥
婚
活
事
業
と
し
て
え
ん

ト
リ
ー
Ｐ
Ｒ
⑦
漁
協
で
の

未
利
用
資
源
の
商
品
開
発

⑧
ス
ケ
ボ
ー
や
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
な
ど
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
持
続
可
能
な
形

で
地
域
に
残
れ
る
ス
タ
イ

ル
な
ら
向
か
っ
て
い
く
。 地域を笑顔にする協力隊

自主組織の
　　　今後の方向性は
町長 地域課題の解消への

　　　　　　取り組みだ

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

　
　
　
　
　
　
今
後
は
ど
う
か

町長

募
集
を
し
て
い
く
予
定
だ
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吉原 美智恵　議員吉原 美智恵　議員

【
吉
原
】
本
町
の
教
育
現

場
は
、
指
導
要
領
が
改
定

さ
れ
勉
強
す
る
内
容
も
増

え
、
環
境
の
整
備
も
課
題

で
あ
る
。

　
学
習
の
基
盤
と
な
る
、

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
の
現
状
と

課
題
は
。

【
教
育
長
】
一
人
一
台
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
取
り
入

れ
て
い
る
が
、
内
容
を
理

解
し
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
る

指
導
が
課
題
だ
。

【
吉
原
】
地
域
と
連
携
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
の
体
制
づ
く
り

は
。

【
教
育
長
】
準
備
委
員
会

を
設
置
し
、
こ
れ
ま
で
築

い
て
き
た
地
域
と
の
結
び

つ
き
を
生
か
し
な
が
ら
、

体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。

【
吉
原
】
円
滑
な
学
級
運

営
を
支
え
る
人
権
学
習
の

推
進
は
。

【
教
育
長
】
人
権
の
視
点

は
と
て
も
大
切
で
あ
る
。

　

自
他
の
人
権
を
尊
重

し
、
実
践
力
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。

【
吉
原
】
い
じ
め
や
不
登

校
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
て
の
人
権
侵
害
な
ど
、

事
態
は
深
刻
で
あ
る
が
。

【
教
育
長
】
家
庭
と
も
連

携
し
対
応
し
て
い
く
。

【
吉
原
】
先
般
策
定
さ
れ

た
戦
略
で
は
、
安
心
安
全

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
利
用
し

や
す
い
、
ア
ウ
ト
ド
ア
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
観
光
を
目

指
す
と
し
て
い
る
。

　
本
町
に
は
、
歴
史
資
源

や
花
の
名
所
も
あ
る
。

　
近
場
で
地
元
を
見
直
す

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

考
え
方
も
大
切
で
は
。

【
町
長
】
海
側
の
拠
点
整

備
や
自
転
車
活
用
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進

め
、
町
内
の
自
然
・
歴
史

に
つ
な
が
る
ツ
ア
ー
を
造

成
し
て
い
く
。

【
吉
原
】
コ
ロ
ナ
禍
で
、

大
山
観
光
局
の
仕
事
も
見

え
ず
、
観
光
協
会
の
各
支

部
役
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
地
域
の
資
源
を
生
か

し
き
れ
な
い
。

　
リ
モ
ー
ト
観
光
と
い
う

新
し
い
形
の
観
光
も
始
ま

り
、
町
内
資
源
の
活
用
と

周
遊
コ
ー
ス
の
設
定
が

で
き
て
い
な
い
現
状
で 

あ
る
。

　
早
急
な
対
応
は
。

【
町
長
】
地
域
の
魅
力
を

磨
き
上
げ
、
観
光
局
が
中

心
と
な
り
町
内
全
域
の
観

光
誘
客
の
窓
口
と
な
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
。

自転車通学頑張ってます

後醍醐天皇お腰かけの岩

本町の子ども教育は

教育長 地域と連携し環境整備する

本
町
の
観
光
戦
略
は

町長

町
内
全
域
の

　
　
観
光
誘
客
を
目
指
す
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【
豊
】
大
山
口
周
辺
は
今

非
常
に
盛
り
上
が
り
、
町

が
計
画
し
な
く
て
も
町
道

を
整
備
し
町
民
の
不
動
産

投
資
に
ゆ
だ
ね
る
ほ
う

が
、
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い

と
思
う
が
、
近
隣
の
道
路

整
備
を
す
る
計
画
は
な
い

か
。

【
町
長
】
計
画
は
な
い
。

【
豊
】
今
回
、
国
か
ら
の

補
助
金
が
50
％
あ
る
。
通

常
の
状
態
で
も
大
山
口
駅

周
辺
は
空
き
物
件
が
非
常

に
少
な
く
、
ア
パ
ー
ト
な

ど
建
て
や
す
い
状
況
に
あ

り
、
補
助
が
な
く
て
も
採

算
が
成
り
立
つ
。
補
助
が

50
％
あ
る
事
業
は
家
賃
が

半
額
で
も
事
業
が
成
り
立

つ
わ
け
だ
が
、
民
業
圧
迫

に
な
ら
な
い
か
。

【
町
長
】
間
取
り
や
戸
数

な
ど
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な

い
。
家
賃
も
著
し
く
優
位

性
の
あ
る
よ
う
な
、
金
額

設
定
は
し
な
い
。

【
豊
】
事
業
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
中
山
地
区
で
も
検

討
で
き
る
と
い
う
回
答
が

あ
っ
た
が
、
中
長
期
で
本

町
の
他
エ
リ
ア
で
も
検
討

し
な
い
か
。

【
町
長
】
大
山
地
区
で
の

事
業
が
軌
道
に
乗
れ
ば
、

他
地
区
で
の
事
業
展
開
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い

る
。

盛り上がる大山口駅周辺

豊 哲也　議員豊 哲也　議員

定住促進事業で
　　　　　民業圧迫の懸念は
町長 著しく優位性はつけない

【
豊
】
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
な
ど
畑

地
で
の
作
物
が
現
状
、
稲

作
よ
り
も
収
益
性
が
高
い

が
、
本
町
全
体
で
中
長
期

で
の
畑
地
転
用
な
ど
の
計

画
は
あ
る
か
。

【
町
長
】
中
長
期
的
な
畑

地
へ
の
転
用
計
画
は
な

い
。

【
豊
】
無
農
薬
や
減
農
薬

栽
培
が
市
場
で
も
ニ
ー
ズ

が
増
え
て
き
て
お
り
、
そ

う
し
た
農
法
で
農
業
を
し

た
い
と
考
え
る
新
規
就
農

者
も
増
え
て
き
て
い
る

が
、
そ
の
傾
向
に
合
わ
せ

て
、
エ
リ
ア
の
計
画
な
ど

を
立
て
て
い
る
か
。

【
町
長
】
作
物
の
種
別
指

定
を
す
る
よ
う
な
エ
リ
ア

計
画
は
立
て
て
い
な
い
。

【
豊
】
Ｕ
タ
ー
ン・
Ｉ
タ
ー

ン
で
の
新
規
就
農
者
へ
の

取
り
組
み
と
そ
の
成
果

は
。

【
町
長
】
地
域
お
こ
し
協

力
隊
制
度
の
活
用
に
よ

り
、
担
い
手
を
育
成
し
て

い
る
。

　
県
・
普
及
所
・
担
い
手

育
成
機
構
な
ど
と
連
携
し

対
応
し
て
い
る
。

【
豊
】
稲
作
の
新
規
就
労

者
は
近
年
な
い
が
対
策

は
。

【
町
長
】
農
業
従
事
者
の

数
、
イ
コ
ー
ル
新
規
就
農

者
で
は
な
い
。
親
元
就
農

の
人
な
ど
も
い
る
。

本町の美しい田園

農
地
の
担
い
手
問
題
に
対
応
は

町長

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど

　
　
　
　
　
　
育
成
し
て
い
る
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【
小
谷
】
社
会
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
一
層
進
む
。

　
今
の
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
な
っ
た
と
き
、
英
語

は
「
役
に
立
つ
」
で
は
な
く

「
で
き
な
い
と
暮
ら
し
て
い

け
な
い
」
も
の
に
な
る
。

　
格
差
を
う
ま
な
い
た
め

に
、
本
町
も
英
語
教
育
に

力
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

【
教
育
長
】
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
英
語
を
学
べ
る

環
境
を
整
え
て
い
く
。

【
小
谷
】
本
町
に
お
け
る

英
語
教
育
の
特
色
は
。

【
教
育
長
】
幼
児
期
か
ら

外
国
語
指
導
助
手
を
活
用

し
て
、
英
語
活
動
や
異
文

化
体
験
を
実
施
し
、
小
学

校
に
は
英
語
専
科
の
加
配

教
員
を
配
置
し
て
い
る
。

【
小
谷
】「
英
語
教
育
の
ま

ち
大
山
町
」
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
る
か
。

【
教
育
長
】
英
語
を
使
え

る
場
づ
く
り
が
重
要
だ
。

　
特
に
、
義
務
教
育
終
了

後
の
世
代
に
は
使
え
る
場

が
必
要
だ
。

【
小
谷
】
本
町
に
は
「
習

い
事
の
選
択
肢
が
少
な

い
」
ま
た
は
「
送
迎
の
問

題
や
、
金
銭
的
な
事
情
で

通
え
な
い
」
と
い
う
保
護

者
の
声
は
多
く
、
そ
の
理

由
で
本
町
へ
の
移
住
を
た

め
ら
う
世
帯
も
あ
る
と
聞

く
が
。

【
町
長
】
本
町
の
み
な
ら

ず
、
全
国
の
過
疎
地
域
に

共
通
す
る
課
題
だ
。

【
小
谷
】
町
内
の
事
業
者

と
も
連
携
す
る
な
ど
、
民

業
圧
迫
に
な
ら
な
い
よ
う

な
工
夫
を
検
討
し
な
が

ら
、
公
設
の
塾
や
英
会
話

教
室
な
ど
学
校
の
敷
地

内
、
あ
る
い
は
近
隣
の
場

所
で
開
講
し
な
い
か
。

【
町
長
】
公
民
館
な
ど
を

拠
点
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

教
育
環
境
の
構
築
を
進
め

て
い
る
。

 

ま
た
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
、
民
間
事
業

者
と
の
連
携
な
ど
に
よ

り
、
習
い
事
の
サ
ー
ビ
ス

拡
充
を
は
か
れ
な
い
か
検

討
す
る
。

英語教育のさらなる充実を

民間事業者との連携を

町
内
の
習
い
事
の
環
境
整
備
は

町長

サ
ー
ビ
ス
拡
充
を

　
　
は
か
れ
な
い
か
検
討
す
る

英語教育のまちの構想は

教育長 英語の実践の場をつくりたい小谷 英介　議員小谷 英介　議員
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大森 正治　議員大森 正治　議員

【
大
森
】
コ
ロ
ナ
禍
２
年

目
の
７・
８
月
、
全
国
で

感
染
爆
発
が
起
こ
っ
た
。

県
内
で
も
感
染
拡
大
が
続

き
町
内
で
も
感
染
者
が
発

生
し
た
。

　
感
染
防
止
の
た
め
に
希

望
す
る
町
民
に
「
い
つ
で

も
、誰
で
も
、何
度
で
も
」

の
立
場
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

な
ど
を
し
な
い
か
。

【
町
長
】
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
な

ど
の
費
用
助
成
を
行
う
。

上
限
を
定
め
て
無
償
と
す

る
。
い
ま
準
備
を
進
め
て

い
る
の
で
、
制
度
が
で
き

次
第
周
知
を
は
か
る
。

【
大
森
】
町
内
宿
泊
業
者

は
、
感
染
拡
大
に
よ
る
町

内
運
動
施
設
な
ど
の
使
用

禁
止
に
よ
っ
て
、
合
宿
が

キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
。
そ

の
損
害
に
補
償
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
キ
ャ
ン
セ
ル
は

合
宿
50
件
で
約
６
１
０
０

人
泊
で
あ
る
。
民
間
事
業

者
に
赤
字
補ほ

填て
ん
は
な
じ
ま

な
い
。
事
業
継
続
支
援
交

付
金
で
対
応
し
た
い
。

【
大
森
】
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
で
２
年
続
き
の
米
価
暴

落
で
あ
る
。
米
農
家
に
何

ら
か
の
支
援
が
必
要
で
は
。

【
町
長
】
収
入
保
険
制
度

を
利
用
し
て
ほ
し
い
。

　
何
ら
か
の
支
援
は
し
た

い
。

【
大
森
】
西
部
広
域
行
政

の
ご
み
処
理
施
設
基
本
構

想
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
反
映
し
て
な
い
。

国
の
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資

源
循
環
促
進
法
」
を
踏
ま

え
て
も
い
な
い
。

　
こ
れ
で
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
に
つ
な
が
る
の
か
。

【
町
長
】
基
本
構
想
は
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
を
基
本
方

針
に
し
て
い
る
。
広
域
化

で
統
一
し
た
減
量
化
施
策

が
で
き
、
一
層
の
排
出
削

減
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
促
進

が
可
能
に
な
る
と
考
え

る
。

【
大
森
】
国
の
法
律
で
、

熱
回
収
は
リ
サ
イ
ク
ル
で

は
な
い
と
言
っ
て
い
る
の

に
、
基
本
構
想
は
、
硬
質

プ
ラ
焼
却
に
よ
る
「
ご
み

発
電
」を
柱
に
し
て
い
る
。

　
矛
盾
し
て
い
る
が
。

【
町
長
】
基
本
構
想
を
進

め
る
途
中
で
国
の
法
律
が

で
き
た
の
で
、
法
律
に

沿
っ
た
内
容
が
検
討
さ
れ

る
と
認
識
す
る
。

【
大
森
】
ご
み
処
理
施
設

の
用
地
選
定
に
あ
た
り
、

各
市
町
村
か
ら
候
補
地
を

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
本
町
で
は
ど
の
よ

う
に
決
め
る
の
か
。

【
町
長
】
候
補
地
と
な
り

う
る
場
所
の
候
補
を
提
出

す
る
も
の
で
あ
る
。

広域化はごみの減量化につながるか

コロナ対策の強化を

町長 ＰＣＲ検査を無料で実施する

広
域
ご
み
処
理
基
本
構
想
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
は

町長

一
層
の
ご
み
減
量
化
が
可
能
に

感染爆発を起こした第５波

グラフはNHKの
「特設サイト新型コロナウイルス」より
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【
近
藤
】
本
町
小
学
生
の

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
加
入

状
況
や
５・
６
年
生
の
参

加
割
合
は
。

【
教
育
長
】
11
団
体
で

２
４
３
人
が
参
加
し
て
い

る
。
５・６
年
生
で
の
団
員

割
合
は
約
28
％
で
あ
る
。

【
近
藤
】
活
動
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
少
子
化
に
と

も
な
う
団
員
数
の
減
少
、

特
定
の
団
へ
の
団
員
数
の

偏
り
、
活
動
場
所
へ
の
送

迎
、
指
導
者
の
確
保
な
ど

の
課
題
が
あ
る
。

【
近
藤
】
活
動
支
援
の
た

め
に
補
助
金
を
拡
充
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
状
況
を
確
認

し
対
応
し
て
い
き
た
い
。

【
近
藤
】
校
区
を
越
え
た

合
同
チ
ー
ム
活
動
が
常
態

化
し
て
お
り
、
送
迎
が
難

し
い
子
は
活
動
に
参
加
で

き
な
い
。
送
迎
支
援
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

【
教
育
長
】
現
状
で
は
難

し
い
。

【
近
藤
】
中
山
地
区
で
は
、

少
子
化
が
一
段
と
進
ん
で

い
る
。
子
育
て
世
帯
向
け

の
賃
貸
住
宅
を
中
山
地
区

に
整
備
す
る
考
え
は
。

【
町
長
】
現
在
、
子
育
て

世
帯
向
け
賃
貸
住
宅
を
、

官
民
連
携
事
業
に
よ
り
町

内
（
大
山
口
）
に
整
備
予

定
で
、
そ
の
後
に
中
山
地

区
に
道
筋
を
つ
け
た
い
。

【
近
藤
】
大
山
口
の
経
過

を
見
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ

る
。
直
営
で
20
戸
程
度
を

整
備
す
る
考
え
は
。

【
町
長
】
出
生
数
は
町
内

全
体
が
減
っ
て
い
る
。
直

営
の
住
宅
を
建
て
続
け
る

の
は
財
政
的
に
難
し
い
。全学年１クラスになった中山中学校

【
近
藤
】
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た
本
町
の
移

住
定
住
策
の
現
状
は
。

【
町
長
】
従
来
型
の
移
住

定
住
に
加
え
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
変
化
に
対
応
し

た
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
に
よ

る
「
転
職
な
き
移
住
」
が

増
え
る
と
予
想
す
る
。

　
本
町
で
は
、
空
き
家
バ

ン
ク
の
登
録
件
数
を
増
や

す
取
り
組
み
や
、
中
長
期

滞
在
プ
ラ
ン
を
提
供
す
る

宿
泊
事
業
者
へ
の
補
助

制
度
な
ど
に
着
手
し
て 

い
る
。

　
ま
た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

促
進
の
た
め
、
都
市
部
の

副
業
人
材
で
組
織
さ
れ
る

一
般
社
団
法
人
と
の
連
携

事
業
を
進
め
て
い
る
。

移住定住サテライトセンター

中山地区に
　　町営子育て住宅を
町長 財政的に難しい

コ
ロ
ナ
禍
後
の

　
　
　
移
住
施
策
は

町長

空
き
家
バ
ン
ク
な
ど

　
取
り
組
ん
で
い
る

スポ少の送迎支援は

教育長 現状では難しい近藤 大介　議員近藤 大介　議員

2021年10月　議会だよりだいせん66号25

定
　
例
　
会

決
　
　
　
算

質
疑
・
討
論

決
算
審
査

委
員
会
報
告

陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

臨
　
時
　
会

お
知
ら
せ



大原 広巳　議員大原 広巳　議員

【
大
原
】
コ
ロ
ナ
禍
で
ひ
き

こ
も
り
相
談
が
増
え
て
い

な
い
か
。
対
応
は
。

【
町
長
】
相
談
件
数
は
増
え

て
は
い
な
い
が
、
保
健
師
、

医
師
、
臨
床
心
理
士
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

【
大
原
】
業
務
の
強
化
は
。

【
町
長
】
長
期
に
わ
た
っ
て

信
頼
関
係
を
構
築
す
る
と

い
う
非
常
に
息
の
長
い
、

寄
り
添
っ
た
支
援
が
必
要

で
あ
る
。

　
「
心
の
健
康
相
談
」・「
よ

な
ご
若
者
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

な
ど
、
情
報
発
信
を
強
化

し
て
い
く
。

【
大
原
】
教
育
現
場
で
の
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
は
。

【
町
長
】
保
育
園
や
学
校

と
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と
の
連
携
が

進
み
、
相
談
件
数
が
増
え

て
い
る
。
小
学
生
の
不
登

校
も
増
え
て
い
る
。

　
家
庭
内
の
虐
待
な
ど
発

見
が
難
し
い
事
案
に
も
、

教
職
員
研
修
会
を
開
催

し
、
夏
休
み
明
け
の
生
徒

の
変
化
に
早
期
に
気
づ
き
、

チ
ー
ム
で
対
応
を
進
め
て

い
る
。

【
大
原
】
７
月
の
大
雨
の
際
は
３

カ
所
、
８
月
は
１
カ
所
の
避
難

所
開
設
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
こ
れ
で
良
か
っ
た
か
。

【
町
長
】
気
象
状
況
か
ら
、
被
害

想
定
が
大
き
く
な
か
っ
た
の
で

そ
う
判
断
し
た
。

【
大
原
】
コ
ロ
ナ
禍
で
集
落
の

防
災
訓
練
の
減
少
が
予
想
さ
れ

る
。
対
応
は
。

【
町
長
】
防
災
行
政
無
線
や
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、
全

世
帯
へ
の
防
災
対
応
の
啓
発
を

強
化
し
て
い
く
。

【
大
原
】
本
庁
、
支
所
の
予
備
電

源
の
状
況
は
。

【
町
長
】
非
常
時
に
支
障
が
な
い

よ
う
、
保
守
点
検
を
し
て
い
る
。

日頃の訓練が大切

【
大
原
】
外
来
植
物
が
増

え
て
る
。
農
地
も
除
草
対

策
が
大
変
に
な
っ
て
い

る
。
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
対
策
の
強
化
は
。

【
町
長
】
す
で
に
、
地
域

の
担
い
手
農
家
を
中
心
に

始
ま
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
関
係
機
関
と
連

携
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業

社
会
実
装
促
進
事
業
な
ど

を
活
用
し
て
、
導
入
支
援

を
行
う
。

【
大
原
】
大
型
特
殊
免
許

取
得
助
成
は
終
了
か
。

【
町
長
】
一
定
の
期
間
が

経
過
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人

が
取
得
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
事
業
は
こ
れ
で
一

区
切
り
で
終
了
と
す
る
。ヒエによる倒伏が目立つ水田 

訓練減少の対応は
町長 啓発を強化していく

ひきこもり相談の強化は

町長 寄り添った支援が必要だ

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
を

町長

促
進
し
て
い
く
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【
岡
田
】
令
和
２
年
度
決

算
の
総
括
は
。

【
町
長
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
事
業
関
係
で

22
億
円
や
、
中
山
中
学
校

大
規
模
改
修
、
小
規
模
保

育
所
建
設
に
各
１
億
円
な

ど
。
基
金
は
６
千
万
円
増

の
70
億
８
千
万
円
、
地
方

債
は
４
億
７
千
万
円
減
の

95
億
２
千
万
円
と
な
り
健

全
な
財
政
運
営
が
で
き
た

と
考
え
て
い
る
。

【
岡
田
】
経
常
収
支
比
率

が
マ
イ
ナ
ス
０・
５
の

92
・
4
％
と
高
い
が
、
県

内
各
自
治
体
と
の
比
較

は
。
ま
た
、
他
の
自
治
体

の
よ
う
に
数
値
目
標
を
掲

げ
、
改
善
に
努
力
す
べ
き

と
思
う
が
。

【
町
長
】
デ
ー
タ
の
あ
る

令
和
元
年
度
比
較
で
県
内

平
均
90
・
5
％
、
本
町
は

92
・
9
％
、
県
内
で
５
番

目
に
高
い
。
全
国
類
似
団

体
平
均
90
・
2
％
よ
り
も

若
干
高
い
数
値
と
な
っ
て

い
る
。
引
き
続
き
経
常
経

費
の
削
減
に
努
め
た
い
。

【
岡
田
】
今
後
の
財
政
運

営
の
基
本
方
針
は
。

【
町
長
】
次
世
代
に
負
担

を
残
さ
ず
、
人
口
減
少
に

歯
止
め
を
か
け
、
将
来
の

町
民
に
も
役
立
つ
施
策
の

実
行
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

地域の未来をどうするか

【
岡
田
】
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
を
持
続
・
発

展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
効

率
化
並
び
に
所
得
向
上
が

必
要
で
あ
る
。
町
内
農
家

戸
数
の
推
移
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
令
和
２
年
で
１
９ 

８
２
戸
と
な
り
、
５
年
間

で
３
０
４
戸
減
少
し
て 

い
る
。

【
岡
田
】
効
率
化
や
所
得
向

上
の
施
策
は
。
ま
た
、
後

継
者
不
足
の
解
消
策
は
。

【
町
長
】
個
人
の
営
農
方
法

の
改
善
、
法
人
化
、
集
落

営
農
の
組
織
化
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
相
談
に
は
普

及
所
や
農
協
な
ど
と
連
携

し
て
対
応
し
て
い
く
。

　
農
業
部
門
で
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
募
集
し
、
ア

グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る

研
修
体
制
を
整
え
て
い
る
。

【
岡
田
】美
し
い
田
園
風
景・

農
地
を
守
っ
て
い
く
に
は
、

小
規
模
農
家
や
兼
業
農
家

の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
。

農
機
購
入
な
ど
助
成
施
策

が
必
要
と
思
う
が
。

【
町
長
】同
じ
認
識
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
省
力
化
機
械
な

ど
助
成
し
て
き
た
。

　
今
後
ど
う
い
っ
た
助
成

が
で
き
る
の
か
、
有
効
な

の
か
検
討
し
た
い
。

田園風景を守っていくには

農
業
施
策
は

町長

有
効
な
助
成
を
検
討
し
た
い

今後の財政運営の基本は

町長 負担を残さず
　　　　人口減少に歯止めを岡田 聰　議員岡田 聰　議員
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池田 幸恵　議員池田 幸恵　議員

野口 俊明　議員野口 俊明　議員

【
池
田
】
窓
口
対
応
や
避

難
所
で
、
支
援
が
必
要
な

人
へ
の
環
境
整
備
は
さ
れ

て
い
る
の
か
。

【
町
長
】
県
の
「
ロ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
相
談
窓
口
」
に
対

応
方
法
を
確
認
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
配

慮
し
た
対
応
に
努
め
る
。

【
池
田
】
イ
ラ
ス
ト
や
50

音
な
ど
、
指
で
指
し
意
思

表
示
の
補
助
を
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
を
導
入
し
な
い
か
。

【
町
長
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ン
ク
を
掲
載
し
、
利

用
促
進
と
周
知
を
行
う
。

【
池
田
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
機
器
が
な
い
と
見
ら
れ

【
野
口
】
人
間
ド
ッ
ク
、

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
年
齢
を

上
げ
る
考
え
は
。

な
い
。
本
町
独
自
の
ボ
ー

ド
を
作
ら
な
い
か
。

【
町
長
】
利
用
し
や
す
い

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

【
池
田
】
防
災
無
線
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
発
信
の
緊
急
情
報
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
で
は

課
に
よ
っ
て
提
供
度
合
い

が
異
な
る
。

【
町
長
】
情
報
提
供
は
課

の
役
割
で
あ
る
。
ご
指
摘

の
通
り
徹
底
し
た
い
。

【
池
田
】
掲
載
基
準
は
。

ま
た
、
利
用
促
進
の
広
報

も
必
須
だ
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
本
町
が
主
催
共

催
す
る
事
だ
。
掲
載
内
容

や
方
法
な
ど
精
査
し
、
情

報
発
信
に
努
め
た
い
。

【
町
長
】
受
診
年
齢
の
引

き
上
げ
は
、
考
え
て
い
な

い
。

意思表示のサポートに

このグラフどう見える

情報共有で
　　住みやすい町にしないか
町長 情報発信に努める

低下している受診者対策は

町長 増加傾向にある
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【
島
田
】
防
災
行
政
無
線

で
の
ま
ち
づ
く
り
や
各
種

団
体
の
放
送
は
利
用
で
き

な
い
か
。

【
町
長
】
本
町
の
防
災
行

政
無
線
の
免
許
状
に
は
公

共
事
務
以
外
の
利
用
は
違

法
と
な
る
。
た
だ
し
、
緊

急
時
、
や
む
を
得
な
い
場

合
は
柔
軟
に
対
応
す
る
。

【
島
田
】
下
校
時
間
や
帰

宅
時
間
で
の
事
故
防
止
対

応
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

放
送
を
防
災
行
政
無
線
で

は
で
き
な
い
の
か
。

【
町
長
】
放
送
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ

る
が
子
ど
も
た
ち
の
帰
宅

時
間
に
見
守
り
の
活
動
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
外
で
作

業
す
る
人
、
運
動
す
る
人

へ
協
力
を
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
前
向
き
に
検
討
す

る
。

【
島
田
】
防
災
行
政
無
線

の
内
容
は
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
で
も
届
き
利
便
性
は
良

く
な
っ
た
が
、
聴
覚
障
が

い
の
人
に
防
災
行
政
無
線

放
送
を
文
字
で
お
知
ら
せ

す
る
戸
別
受
信
機
の
設
置

は
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
本
町
で
は
、
７
・

８
年
前
に
検
討
が
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
対
応
は
し
て

お
ら
ず
、
も
う
一
度
、
今

の
現
状
で
ど
ん
な
受
信
機

が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は

対
象
世
帯
が
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
を
踏
ま
え
て
再

度
、前
向
き
に
検
討
す
る
。

安心安全を呼びかける

文字通知受信機の設置を

町長 前向きに検討する島田 一恵　議員島田 一恵　議員

一目でわかる一目でわかる審議結果 ８月臨時会
９月定例会
提出議案

○賛否の分かれた議案 〇は賛成、×は反対あるいは保留

８月臨時会
議員名

議　案

小
谷
英
介

西
本
憲
人

豊　
哲
也

島
田
一
恵

森
本
貴
之

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

大
森
正
治

杉
谷
洋
一

近
藤
大
介

吉
原
美
智
恵

岡
田　
聡

野
口
俊
明

結
果

財産の取得について
（電動アシスト付きスポーツ自転車等） × × × ◯ ◯ × × ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 賛成９人 

可決

９月定例会
令和２年度大山町一般会計歳入歳出決算の認
定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 賛成14人 

認定
令和２年度大山町住宅新築資金等貸付事業特
別会計歳入歳出決算の認定について ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 賛成14人 

認定

令和３年度大山町一般会計補正予算（第６号） ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ × ◯ ◯ ◯ 賛成14人
可決

新型コロナ禍による米危機の改善を求める請
願書 × × × × × × × × × ◯ × × × × × 賛成１人

不採択

◇全会一致で議決した議案
８月臨時会　工事請負契約（１件）、財産の取得（３件）、専決処分（１件）、補正予算（１件）
９月定例会　財産の取得（１件）、条例（４件）、決算認定（14 件）、補正予算（７件）、陳情（１件）、発議（２件）
議案の議決は、米本隆記議長を除く 15 人で行います。
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質　
　
疑

文
字
放
送
専
用
端
末

【
池
田
議
員
】
更
新
に
あ
た
っ
て
新
た
に
放
送
す
る
こ
と
が
あ

る
の
か
。
前
年
度
を
ま
た
い
で
の
予
算
の
繰
越
し
は
ど
う
な

の
か
。

【
総
務
課
長
】
今
ま
で
通
り
の
放
送
内
容
だ
。
納
入
期
限
が
３

月
31
日
ま
で
に
と
な
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
為
２
カ
月

前
ま
で
に
納
入
可
能
か
否
か
連
絡
を
も
ら
う
。

【
町
長
】
年
度
を
繰
越
し
た
工
事
を
し
た
議
案
を
経
験
し
て
お

り
、
そ
の
対
策
と
し
て
工
事
で
あ
れ
ば
１
カ
月
程
の
余
裕
の

あ
る
計
画
、
物
品
購
入
等
に
関
し
て
は
２
カ
月
前
ま
で
に
納

入
可
能
か
否
か
の
連
絡
で
間
に
合
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

討　
　
論

【
反
対
・
・
・
西
本
議
員
】
納
入
期
限
が
早
す
ぎ
る
、
判
断
基

準
に
納
得
で
き
な
い
。

【
反
対
・
・
・
門
脇
議
員
】
業
者
選
定
の
不
公
平
性
が
あ
り
、

契
約
書
に
電
動
ア
シ
ス
ト
に
必
要
な
蓄
電
池
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
お
ら
ず
、
町
の
負
担
が
増
え
る
可
能
性
大
で
あ
る
。

【
反
対
・
・
・
池
田
議
員
】
選
定
期
間
が
短
す
ぎ
、
こ
う
い
っ

た
こ
と
に
慣
れ
て
い
な
い
町
内
の
業
者
に
は
不
利
で
あ
る
。

　
ま
た
、
今
の
時
点
で
安
全
面
に
関
し
て
不
十
分
で
あ
る
。

電
動
ア
シ
ス
ト
付
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車

【
門
脇
議
員
】
指
名
、
一
般
競
争
入
札
に
せ
ず
、
随
意
契
約
５

社
見
積
も
り
（
県
外
２
、
県
内
１
、
町
内
２
）
で
、
公
平
公

正
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か
。

【
副
町
長
】
全
て
の
業
者
を
入
札
参
加
さ
せ
る
の
は
不
可
能
で

あ
る
。
公
平
公
正
に
競
争
の
原
理
を
働
か
せ
て
対
応
し
た
。

【
吉
原
議
員
】
町
内
業
者
だ
け
の
参
加
も
で
き
た
の
で
は
。
維

持
管
理
の
点
で
は
有
利
と
思
う
が
。

【
副
町
長
】
大
手
の
２
社
は
ス
ポ
ー
ツ
バ
イ
ク
、
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
に
注
力
し
て
お
り
、
こ
れ
を
納
入
業
者
と
し
て
設
定

し
た
担
当
課
と
、
町
内
業
者
に
も
参
加
の
機
会
を
与
え
た
い

と
い
う
委
員
会
の
意
見
の
反
映
と
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
契
約
の
中
に
織
り
込
ま
ず

近
隣
の
業
者
に
任
せ
ら
れ
る
も
の
に
す
る
。

【
吉
原
議
員
】
財
産
物
品
の
管
理
や
責
任
の
所
在
は
。

【
副
町
長
】
本
町
の
責
任
で
、
運
営
が
始
ま
っ
た
ら
管
理
委
託

を
す
る
。

【
野
口
議
員
】
必
要
な
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
数
が
大
10
、
小
10
で
20

台
に
10
個
は
な
ぜ
か
。

【
町
長
】
ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
な
い
の
で
利
用
で
き
な
い
と
い
う
事

態
は
避
け
、
サ
イ
ズ
調
整
で
き
る
よ
う
に
発
注
し
て
い
る
。

【
池
田
議
員
】
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
消
耗
品
だ
。
備
品
と
す
る
な
ら

ば
、
耐
用
年
数
や
安
全
面
は
。

【
観
光
課
長
】
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
や
保
険
も
つ
け
て
、
安
全
対
策
を

図
る
。

【
大
杖
議
員
】
レ
ン
タ
ル
場
所
、
設
置
管
理
、
安
全
確
認
な
ど

運
用
面
の
計
画
や
安
全
徹
底
は
。

【
観
光
課
長
】
池
田
、
大
杖
議
員
の
意
見
を
参
考
に
考
え
る
。

8月

臨
時
会

　
８
月
11
日
の
臨
時
会
で
、
一
般
会
計
補
正
予
算

な
ど
７
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
財
産
取
得
の
質
疑
・
討
論
で
は
、
観
光
振
興
の

た
め
の
電
動
ア
シ
ス
ト
付
き
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
の

購
入
に
論
議
が
集
中
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

入札について議論される自転車購入
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議会からのお知らせ

　本町議会では年２回開催している「議員と語る会」について、コロナ禍の
状況を注視しつつ開催を予定しています。
　今秋の語る会は集落などへ出向く、出張形式での開催を計画しています。
　地域の課題や町政のことなど、議員と話をしてみたい集落や団体などあり
ましたら、お気軽に議会事務局までお問い合わせください。

議会事務局／TEL 0859-54-5213　FAX 0859-54-5214

「出張・議員と語る会」を開催予定

　住民のみなさんが議会にかかわる接点は、「選挙」、「直接請求（選挙権を
持つ住民の1/50以上の署名が必要）」、それに「請願と陳情」があります。
町行政に意見や要望があるときは、どなたでも請願書や陳情書を議会に出す
ことができます。（請願には議員１名以上の紹介が必要ですが、陳情の場合
は必要ありません）小さなことでも、議員や議会事務局にご相談ください。

請願と陳情

議員派遣予定の研修
・鳥取県町村議会議長会主催の広報研修会（コロナ禍により延期されたもの）
　　目　　的：議会広報の編集知識習得のため
　　派遣場所：湯梨浜町「国民宿舎　水明荘」
　　期　　間：令和3年10月27日（水）
　　派遣議員：小谷議員、西本議員、豊議員

・鳥取県町村議会議長会議員研修
　　目　　的：地方自治の振興と発展に寄与するため議会改革、議会の活性化
　　　　　　　について学ぶ
　　派遣場所：東伯郡三朝町
　　期　　間：令和3年11月22日（月）
　　派遣議員：全議員

・西部町村議会議長会主催の議員研修会（コロナ禍により延期されたもの）
　　目　　的：政治知識の向上と議会活動の活性化に資するため
　　派遣場所：米子市淀江町
　　期　　間：令和４年１月開催予定
　　派遣議員：全議員

2021年10月　議会だよりだいせん66号31

定
　
例
　
会

決
　
　
　
算

質
疑
・
討
論

決
算
審
査

委
員
会
報
告

陳
情
・
意
見
書

一
般
質
問

臨
　
時
　
会

お
知
ら
せ



みんなのひろば声声　
私
達
の
住
む
大
山
町
。
小
学
校
か
ら

地
域
を
学
び
誇
り
に
思
っ
て
い
た
。
し

か
し
、
人
口
減
少
や
交
通
の
不
便
を
感

じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
生
活
、
コ
ロ
ナ
に

よ
り
足
元
を
見
つ
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
あ
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
自
然
。
厳

し
い
規
則
を
受
け
る
中
、
川
の
流
れ
、

稲
穂
の
ゆ
れ
や
鳥
の
囀
り
全
て
が
体
に

染
み
わ
た
り
明
日
へ
と
後
押
し
し
て
く

れ
た
。
地
域
の
育
む
自
然
の
幸
も
欠
か

せ
な
い
。

　
例
え
ば
、ゆ
で
た
て
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

が
甘
く
て
大
好
き
で
、
そ
の
ま
ま
お
皿

い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
。
そ
し

て
地
域
の
人
の
あ
た
た
か
さ
だ
。
お
は

よ
う
、
お
か
え
り
と
家
族
の
よ
う
な
優

し
さ
に
触
れ
る
た
び
、
心
が
ほ
っ
こ
り

す
る
。

　
不
便
な
こ
と
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る

け
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
魅
力
の
あ
る
こ

と
に
目
を
向
け
る
と
限
り
が
な
く
、
私

は
そ
ん
な
大
山
町
が
大
好
き
で
す
。

　
ま
た
、
も
と
の
生
活
に
戻
っ
た
と
き
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
こ
の
素
晴
ら
し

さ
を
実
感
し
て
ほ
し
い
。

伊
い

澤
ざわ

 想
そ

良
ら

（大山中）

足
元
を見

つ
め
直
す

　
修
学
旅
行
で
倉
吉
の
白
壁
土
蔵
群
を

散
策
し
て
い
る
と
、「
こ
ん
に
ち
は
。
ど

こ
か
ら
来
た
の
。」
と
地
元
の
人
に
話
し

か
け
ら
れ
た
。「
大
山
で
す
。」
と
答
え

る
と
、「
よ
う
こ
そ
倉
吉
へ
。」
と
笑
顔

で
言
わ
れ
た
。
私
は
と
て
も
嬉
し
く
て

温
か
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
店
に
入
っ

て
も
心
地
よ
い
接
客
を
受
け
た
。
白
い

漆
喰
壁
と
黒
い
焼
杉
板
、
屋
根
は
赤
瓦
。

美
し
い
外
観
だ
け
で
な
く
住
む
人
々
も

優
し
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
は
長
年

愛
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
来
た

い
な
と
思
っ
た
。

　
大
山
町
に
も
集
客
で
き
る
観
光
地
が

あ
る
。
大
山
だ
。
大
山
は
、
登
山
や
散

策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
の
で
き
る
「
森
の
国
」
も
あ
る
。

ス
キ
ー
場
も
あ
る
。
山
そ
の
も
の
も
よ

い
が
、
山
か
ら
見
る
海
が
き
れ
い
だ
。

中
山
か
ら
見
る
北
壁
も
美
し
い
。
季
節

を
問
わ
ず
何
度
で
も
来
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
私
は
、
大
山
町
に
来
た
人
に

素
敵
な
町
だ
な
と
思
っ
て
も
ら
え
る
挨

拶
を
心
が
け
、
お
も
て
な
し
精
神
を
磨

い
て
い
き
た
い
。

市
いち

橋
はし

 実
み

奈
な

（中山中）

赤
瓦
の

あ
た
た
か
さ
か
ら
学
ぶ

　
私
が
思
う
ベ
ス
ト
３
は
、「
地
域
の
人

が
優
し
い
」、「
山
が
近
い
」、「
静
か
」

で
す
。

　
学
校
帰
り
に
「
お
帰
り
」
と
声
を
か

け
て
下
さ
る
な
ど
、
優
し
い
地
域
の
人

た
ち
と
関
わ
れ
る
と
こ
ろ
は
、
大
山
町

の
良
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
き
れ
い
な
山
々
を
ど
こ
か
ら

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
い
ち
い
ち
遠

出
を
し
な
く
て
も
、
雄
大
な
自
然
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
る
の
も
良
い
で
す
。

　
「
静
か
」
と
い
う
の
は
、
良
い
意
味
で

す
。
大
山
町
は
と
て
も
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
が
あ
り
ま
す
。
お
昼
な
ど
に
耳
を

澄
ま
す
と
、
鳥
の
声
な
ど
が
聞
こ
え
て

き
て
、
居
心
地
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
大
山
町
と
聞
く
と
、「
田
舎
」
と
し
か

思
わ
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
住
ん
で
み
る
と
結
構
良
い
所

だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
住
ん
で
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
大
山
町
の
良
さ
が
、

た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
。

本
ほん

多
だ

 小
う ら ら

春
（名和中）

大
山
町
のベ

ス
ト
３

季節の変わり目彼岸花季節の変わり目彼岸花

【
発
行
責
任
者
】

 
 

議
長
　
米
本
　
隆
記

【
広
報
常
任
委
員
会
】

 

委
員
長
　
池
田
　
幸
恵

 

副
委
員
長
　
西
本
　
憲
人

 
 

委
員
　
大
原
　
広
巳

 
 

委
員
　
近
藤
　
大
介

 
 

委
員
　
森
本
　
貴
之

 
 

委
員
　
島
田
　
一
恵

 
 

委
員
　
豊
　
　
哲
也

 
 

委
員
　
小
谷
　
英
介

　
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
が
高
く

な
る
と
と
も
に
、
長
い
コ
ロ
ナ

禍
も
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

W
e Love

山
陰
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
再
開
さ
れ
、
経
済
活

動
が
活
発
に
な
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
と
は
い
え
、
こ
の
冬
に
は
コ

ロ
ナ
〝
第
６
波
〟
の
心
配
も
あ

り
、
依
然
と
し
て
、
慎
重
な
感

染
対
策
が
必
要
な
よ
う
で
す
。

　
有
効
な
治
療
薬
が
で
き
る
ま

で
、
当
分
も
ど
か
し
い
日
々
が

続
く
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
い
つ
か
は
出
口
が
来
る
と
信

じ
て
、
今
は
、
今
で
き
る
こ
と

を
頑
張
っ
て
、
日
々
を
楽
し
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
と
り
あ
え
ず
、
秋
の
夜
長
を

楽
し
む
た
め
に
、「G

o To 

図

書
館
」
し
よ
う
か
な
。

近
藤

あ
と
が
き

あ
と
が
き

2021.10��N
O
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発
行

/大
山

町
議

会
　

編
集

/広
報

常
任

委
員

会
〒

689-3211 鳥
取

県
西

伯
郡

大
山

町
御

来
屋

328
☎

 0859-54-5213　
FAX

 0859-54-5214

議
会
だ
よ
り
の
ご
感
想
を

お
よ
せ
く
だ
さ
い！


